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要旨 

本稿では，南琉球八重山語宮良
み や ら

方言の名詞アクセント体系に関する遠隔調査の結果を報告する。

今回の調査では次の 3 点が明らかになった。第一に，先行研究の記述の通り，単純名詞は 2 つの

アクセント型（下降型・平板型）が区別される。第二に，2 つの名詞から成る複合語の大部分に

おいては複合語全体の音調が前部要素のアクセント型で決まっており，いわゆる「複合アクセン

ト法則」が成立している。ただし，少数の複合語においては異なるパターンも観察される。第三

に，下降型の単純名詞は琉球祖語の A 系列に，平板型の名詞は BC 系列に所属するという規則的

な対応関係が見出される。なお，関連データに 721 語の名詞についてその所属情報を提示する*。 

キーワード：宮良方言，アクセント体系，複合アクセント法則

1. はじめに

八重山語のほとんどの方言において，アクセントの対立があることはよく知られている（秋永

1960，平山他 1967）。各方言のアクセント体系についてこれまで数多くの研究が進められてきた

が，報告地点の偏りが目立つ。アクセント体系が詳細に記述された方言は，管見の限り与那国（上

野 2010，2011a，2011b，2013，2014，2016 など），鳩間（ローレンス 1997a，1997b）と竹富（久

野マリ子 1990）に限られるであろう。他の地点に関しては，特に名詞におけるアクセント型の対

立の整理を主要な目的としてきた研究が多い（秋永（1960），平山・中本（1964），平山他（1967），

松森（2015，2016），麻生・小川（2016），中川・セリック（2019）など）。そのため，動詞，

形容詞，複合語など，詳細な記述が報告されていない地点が多く残っている。 

各方言における単語のアクセント型の所属情報についても同様の状況である。すなわち，著し

い地点の偏りが見られる。大規模な語彙集（辞書等）に収録されている語彙についてアクセント

型の所属が分かっている方言は石垣（宮城 2003），鳩間（加治工 2020）と与那国（上野の一連の

報告と与那国方言辞典編集委員会（編）（2021））だけである。他のいくつかの方言については，

* この研究は以下の助成を受けている：科研費 21H00353，19K13174，19H05353，18K12390。本稿は 2021

年 5 月 16 日開催の日本語学会 2021 年度春季大会で発表したものを敷衍した内容となっている。なお，遠隔調

査にご協力いただいた宮良のインフォーマントに心より感謝を申し上げます。
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数百語～2000 語程度の語彙リストが報告されている1が，アクセント型の所属がほとんど分かっ

ていない方言はいまだに多く残っている2。 

以上のような背景から，八重山語の一方言であり，かつアクセントの先行研究がほとんどない

宮良方言（自称 meː]ramuni）を取り上げ，そのアクセント体系に関する詳細な記述研究を目指す。

その第一歩として，遠隔調査で一人の話者（男性，昭和 8 年生）から得られた 1570 点の音声デ

ータを用い，単純名詞と複合名詞において観察されるピッチパターンとその解釈について初期報

告を行う。 

 

2. 宮良方言 

2.1 概要 

宮良方言は，沖縄県石垣市字宮良で伝統的に話されている言語である3。石垣市の南部は縦じま

模様のように南北方向に細長く字が分かれており，宮良は東から 2 番目に位置する字である（図

1）。Davis (2014, 2016b)によると，宮良方言は系統的に八重山語に属するものの，八重山語内に

おけるその位置づけは難しい。歴史的には 1771 年に起きた明和の津波によって人口が大幅に減

少したことにより，小浜島から宮良村への強制移住があったことが知られている（石垣 2013）。

ただし，宮良方言の話者の直感によ

ると，小浜方言よりも宮良付近で話

されている石垣市中心部の方言（石

垣四箇方言）の方が理解しやすいと

のことである (Davis 2016b:172)。八

重山諸方言の系統関係を論じたロー

レンス（2000）では宮良方言が取り上

げられていないが，その研究で提案

されている共有改新を宮良方言の語

彙データに照らし合わせると，宮良

方言は複数の系統を引いている可能

性が示唆される。石垣方言と同じよ

うに，「雨」における第 1 音節の長

音化を共有している（小浜は ami）一

                                                        
1 竹富：ローレンス（2013, 2019），前新他（2011），石垣白保：中川・セリック（2020），西表古見：加治工

（1998，2001，2012，2013，2014）。 
2 石垣真栄里，石垣大浜，石垣宮良，石垣桴海，黒島，小浜，西表網取，波照間など。 
3 仲原（2003） によると，宮良方言の音素体系は子音 17 個（/p, b, t, d, k, g, s, z, c [ts] ~ [tʃ], m, n, r, n, w, j, 

h , ' [ʔ]/）と母音 6 個（/i, ï, e, a, u, o/）からなる。上記の他に/R, Q, N/の拍音素を認めている。これに対して，

Davis (2016b) は/ '/を子音音素として認めず，/h/とは別に/f [ɸ]/の音素を認めている。なお，同研究によると母

音の長短の対立が確認されているのは/a, i, u/の 3 つである。本研究では，Davis (2016b) の分析に従うが，語

形は IPA で提示する。 

図 1 八重山諸島と字の名 
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方，「しゃっくり」の語形は小浜と同じく sakurubeːとなっていて，石垣方言の sakubai とは異な

っている。 

平成 30 年度の石垣市の統計によると，字宮良の人口は 1837 人（平成 29 年 12 月時点）であ

る（石垣市企画部企画政策課（編）2019）。宮良方言の話者人口に関して，Davis (2014) は 2010 

年の段階で 500 人前後だと推定している。10 年経過した現在では，それよりも減少していると予

想される。 

 

2.2 先行研究 

宮良方言に関する先行研究には，文法を扱ったものが多く存在する。伊豆山の一連の研究（伊

豆山 1997, 1999, 2000, 2001a, 2001b, Izuyama 2003）の他に，個別の文法現象を扱った研究の蓄積が

ある（新垣 2000, 下地 2010, Davis 2013, 2015, 2016a, 2016b, Davis & Lau 2015, 荻野 2018）。 

一方で音声・音韻やアクセントに関する研究は文法研究と比べると少ない。音声・音韻に関す

るものには仲原（2003），Arakaki (2004) ，仲原（2005）， Davis (2016b) の研究がある。アクセ

ントに関しては，秋永（1960），平山・中本（1964）と平山他（1967）のみである。アクセント

に関する先行研究については 2.3 節で詳しく述べる。 

語彙に関しては 1280 語（重複を含む）を報告した中松（1987）と，宮良方言話者がまとめた，

約 5000 項目を収録した語彙集（石垣 2013）がある。ただし，このいずれの語彙集にもアクセン

ト情報が掲載されていない（中松（1987）は 69 語についてのみアクセント情報を載せている）。

なお，宮良は LAJ の調査地点にもなっている（国立国語研究所 1966）。 

 

2.3 アクセントに関する先行研究 

宮良方言のアクセントに関する 3 つの先行研究に関して述べる。まず，秋永（1960）は，共通

語の 1 拍 1 音節・2 拍 2 音節語に対応する名詞の型を提示した。その後，平山・中本（1964:86）

と平山他（1967:40-41）では宮良方言のアクセント体系に関してもう少し詳しく記述を行ってい

る。この 3 点の研究によると，宮良方言の名詞アクセント体系はピッチの下降の有無によって対

立する 2 つのアクセント型を持つ。1 つ目のアクセント型（「頭高型」）は語頭から 1 拍目の直

後におけるピッチの局所的な下降によって実現する(1a)4。これに対して，2 つ目のアクセント型

はピッチの局所的な動きを伴わず，平たく発音される（秋永では「高平」となっているが，平山

では「低平型」として記述される）(1b)。 

 

(1)  a. 頭高型 

   u]sɨ, u]sɨnu ...「牛，牛が...」， 

pa]na, pa]nanu ...「鼻，鼻が...」， 

                                                        
4 本稿ではピッチの局所的な上昇および下降をそれぞれ [ と ] ，ピッチの小幅な下降を ! ，拍内下降を ]] の

記号で表し，接語境界を = ，複合語境界を + で表す。発話が高く始まることを前提にしているため，発話が

低く始まる場合に限って語頭の前に ] の記号を添える。なお，本稿の「接語」は便宜的に助詞を指し，その詳

細な認定は別稿に譲る。 
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ki]ː, ki]ːnu ...「毛，毛が...」 

a]kubɨ「欠伸」 

pa]natsɨ「鼻血」 

ka]ːra「川」 

b. 低平型 

  ]jama, ]jamanu ...「山，山が...」 

]hana, ]hananu ...「花，花が...」  

]ɸuni, ]ɸuninu ...「船，船が...」 

]kujuɴ「暦」 

]takara「宝」 

]garasa「烏」 

平山他（1967:40）より表記一部改変 

 

なお，頭高型に所属する名詞のうち第 1音節が無声化する語はピッチの下降が 1拍分遅れる(2)。

さらに，第 1 音節が無声化していない語でも単独では頭高型で実現していながら，1 拍助詞が付

くと下降が遅れて実現することがある(3)。この現象を受け，平山・中本（1964）は宮良方言の頭

高型においてピッチの下降が右へとずれるという変化が進みつつあると述べている。 

 

(2)  pɨ̥tu, pɨ̥tu]nu ...「人，人が...」 

 pḁta, pḁta]nu ...「旗，旗が...」 

 ɸu̥ta]i「額」 

 sɨ̥ka]ra「力」 

 pḁta]tsɨ「二十」 

平山他（1967:40）より表記一部改変 

(3)  u]tu, ]u[tu]nu ~ utu]nu ...「音，音が...」 

平山・中本（1964:86）より表記一部改変 

 

3. データ 

本研究のデータは 2020 年 12 月と 2021 年 3 月に行った遠隔調査で得られたものである。協力

者は宮良出身で現在も宮良地区に在住の男性話者（昭和 8 年生）である。 

音声データの収集はマイク内蔵型の IC レコーダー（パナソニック RR-XS470，wav 形式）で行

った。録音機を話者に送付し，調査票を読み上げてもらい，録音機本体を返送してもらう方法で

調査を行った。録音機器の使用方法に関するマニュアルの用意や，事前事後の電話によるフォロ

ーアップは行ったものの，録音中のやり取りは一切行わず，基本的に話者に一任して自由に行っ

てもらった。返送されてきたデータは，高機能の録音機やヘッドセットマイクなどを使用した録

音に比べると音質は劣るが，ピッチの変動を確認するには十分であったと言える。 
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調査票（読み上げリスト）は『メーラムニ用語便覧』中の 600 語の名詞（2 拍～）から適宜選

んで作成した。合計で 1570 点の発話データ（内単独 778 点・用例 792 点）が収録できた5。 

 

4. 結果 

4.1 単純名詞 

単純名詞の音調を単独発話と 1 拍助詞が後続した環境で分析した結果，2 つの対立するアクセ

ント型（以下「下降型」と「平板型」）が区別されることが確認された。これは先行研究の記述

と完全に一致する結果であるが，下降型の実現については若干の違いが観察された。 

まず，単独発話の音調を見てみよう。単独発話の環境では語の長さやその音節構造とは無関係

に 2 つのパターンが観察される(4)(5)。「下降型」は大幅なピッチの下降が実現するのに対して，

「平板型」は末尾拍の直前に小幅なピッチの下降が実現する。詳しく見ると，下降型は名詞の長

さによって下降の実現位置が異なる。すなわち，2 拍名詞の場合は 1 拍目の直後，3 拍以上の名詞

の場合は 2 拍目の直後にピッチの下降が実現する。ただし，pɨ̥tu「人」のように語頭の音節が無声

化している 2 拍名詞は，ピッチの下降が 2 拍目の中に実現する。なお，下降型は特徴的なピッチ

のピークを示している。つまり，下降型の下降開始点は平板型のそれより高く，下降型の下降終

了点は平板型のそれよりも低い。これにより下降型においては，平板型よりも大幅かつ急激な下

降が実現される（図 2 と図 3）。 

 

(4)  a. ma]i「米」，ka]ː「井戸」，dʒu]ɴ「正常」 

b. i]dzu「魚」，tʃi]mi「爪」，tu]dzɨ「奥さん」 

c. pɨ̥tu]]「人」，sɨ̥ta]]「下」，ki̥fu]]「煙」 

d. matsɨ]rɨ「祭り」，kadza]rɨ「飾り」，buna]rɨ「姉妹」 

(5) a. ki!ː「木」，ka!ː「皮」，mu!ɴ「麦」 

b. ja!du「戸」，mu!nu「物」，mu!mu「腿」 

c. kḁta!!「肩」，ɸu̥ku!!「肺」，tḁki!!「丈」 

d. nasa!bɨ「茄子」，ʃumu!tsɨ「書籍」，taba!gu「タバコ」 

                                                        
5 当初は単独の発音と統一的な枠文に埋め込んだ発話収録を想定していたが，返送されてきた音声には，対象の

名詞を単独の発話で収録したものの他，話者自身が対象の名詞について思いついた用例が豊富に収録されてい

た。話者による用例は対象の名詞を含んでいない場合や，関連する単純語や複合語である場合もあり，様々であ

った。このように豊富な言語資料が提供され，宮良方言の複合語に関する問題提起ができた反面，今回の調査で

は統一的な枠文で名詞の音調を観察することはできなかった。 
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図 2 pi]ni「髭」と mu!nu「物」の単独発話 

 

図 3 buna]rɨ「姉妹」と ʃumu!tsɨ「書籍」の単独発話 

 

以上見たように，単独発話において下降型と平板型が区別されるわけであるが，平板型の短い

語（特に 1 音節語）において末尾拍の直前に起こる下降が大きく実現することがある。この場合，

下降型と区別することが難しい。 

次に，1 拍助詞が後続した環境，つまり X=nu Y「X の Y（X は対象語，Y は任意の名詞）」の

枠文における音調を見てみよう6。この環境においてもやはり 2つのパターンが観察される(6)(7)。

下降型は語の長さとは無関係に 2 拍目の直後に大幅なピッチの下降が実現する。これに対して，

平板型はピッチの変動がほとんどなく文節全体が平たく発音される。単独発話と同様に下降型は

ピッチのピークを示しており，下降の開始地点の高さは平板型の高さに比べると高い。しかし，

単独発話と異なり，下降の実現位置は 2 拍名詞でも一貫して 2 拍目の直後にある。 

 

(6)  a. mai]=nu ...「米の...」 

                                                        
6 X=nu Y という構文が特殊な韻律的な振舞を示すと報告されている南琉球の方言がある（五十嵐 2015，青井

2018）。しかし，宮良方言では特殊な韻律的な振舞いは観察されず，X=nu …の音調は他の 1 拍助詞が後続した

環境と同じピッチパターンを示している。 
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b. idzu]=nu ...「魚の...」 

c. pɨtu]=nu ...「人の...」 

d. matsɨ]rɨ=nu ...「祭りの...」 

(7)  a. kiː=nu ...「木の...」 

  b. jadu=nu ...「戸の...」 

  c. kḁta=nu ...「肩の...」 

d. nasabɨ=nu ...「茄子の...」 

 

(6)および(7)に挙げた例から分かるように，同じ語に対して単独発話と X=nu Y の枠文で観察さ

れる音調が対応している。つまり，単独発話で大幅なピッチの下降が実現する語は X=nu Y の環

境でも大幅な下降が実現する。これに対して，単独発話で小幅なピッチの下降が実現する語は

X=nu Y の環境では平たく発音される。さらに，最小対も見つかっている(8)。このことから，観察

される音調の違いは語彙的に指定されると解釈することができ，宮良方言の単純名詞は少なくと

も 2 つのアクセント型が対立すると言える。 

 

(8) a. ma]i「米」  対  ma!i「前」 

  b. ka]ː「井戸」 対 ka!ː「皮」 

  c. kaː]ra「川」 対 kaː!ra「瓦」 

 

現時点では，この 2 つのアクセント型はピッチの下降の有無によって対立すると想定すること

ができる。具体的にいうと下降型は 2 拍目の直後に大幅なピッチの下降が実現する。これに対し

て平板型はピッチの変動を伴わない。平板型でも単独発話の環境において若干のピッチの下降が

観察されることがあるが，これはアクセント型とはおそらく無関係で，発話末のイントネーショ

ンによる現象と考えられる。下降型と平板型の実現を表 1 にまとめる。 

 

表 1 単純名詞の音調（μ：1 拍分） 

型 拍数 単独発話 X=nu ... 

下降型 
2 μ]μ ( ~ μ̥μ]]) μμ]=nu ... 

3 μμ]μ μμ]μ=nu ... 

平板 
2 μ!μ μμ=μ ... 

3 μμ!μ μμμ=μ ... 

 

 以上の結果は，2 つのアクセント型が区別されるという点で先行研究の記述と一致する。しか

し，下降型の実現については違いが見られる。すなわち，先行研究では下降型におけるピッチの

下降が 1 拍目の直後に実現すると記されていることに対し，本稿では（文節が 3 拍以上である場

合）ピッチの下降は一貫して 2 拍目の直後に実現すると報告した。つまり，下降型におけるピッ
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チの下降位置が 1 拍分遅れている。この違いは歴史的な変化によるものだと考えられる。平山・

中本（1964）で，頭高型においてピッチの下降が右へとずれるという変化が進みつつあると指摘

されていることから，先行研究の協力話者（古い世代）と本稿の協力話者（若い世代）の間でピ

ッチの下降が遅れるという変化がより進んだと言えるだろう。 

 

4.2 複合語名詞 

本節では，2 つの単純名詞から成る複合語に関する結果について述べる。 

大半の複合語では複合語全体の音調が前部要素によって決まるというパターンが観察される。

例えば，前部要素が下降型に所属する複合語は下降型のパターンで実現する。これに対し，前部

要素が平板型に所属する複合語は平板型のパターンで実現する（表 2）。 

 

表 2 複合語の音調（F：下降型，L：平板型） 

前部要素 後部要素 複合語 

sɨ̥taF 「下」 paːF 「葉」 sɨ̥ta]paː 「下部の葉っぱ」 

sɨ̥taF 「下」 paːL 「歯」 sɨ̥ta]paː 「下歯」 

aːrɨF 「東」 kadʒiF 「風」 aː]rɨkadʒi 「東風」 

aːrɨF 「東」 tidaL 「太陽」 aː]rɨtida 「東太陽」 

tumoːrɨL 「海」 idzuF 「魚」 tumoːrɨidzu 「海の魚」 

tumoːrɨL 「海」 sukuL 「底」 tumoːrɨsuku 「海底」 

sɨmaL 「島」 kabutʃaF 「南瓜」 sɨmakabutʃa 「島南瓜」 

sɨmaL 「島」 muniL 「言葉」 sɨmamuni 「方言」 

ku̥tsɨF 「腰」 puniL 「骨」 ku̥tsɨ]buni 「腰骨」 

buʃaF 「腰」 puniL 「骨」 buʃa]buni 「腰骨」 

nakaL 「中」 puniL 「骨」 nakabuni 「凧の中の骨」 

soːgiL 「笊」 puniL 「骨」 soːgibuni 「肋骨」 

 

ここで重要なのは，同じ前部要素に対して後部要素がどのようなアクセント型（下降型あるい

は平板型）であっても，複合語全体の音調が前部要素のアクセント型と完全に一致することであ

る。同様に，同じ後部要素でも前部要素のアクセント型が異なれば，複合語のアクセント型が変

わる。つまり，これらの複合語においてはいわゆる「複合アクセント法則」（平山 1936，上野 2012） 

が成立していると言える。 

しかし，一方で複合アクセント法則では説明できない複合語も数語観察された。これらの複合

語は，前部要素が平板型であるのにもかかわらず，複合アクセント法則が適用された場合の予測

とは違ってピッチの下降が実現する(9)7。 

                                                        
7 同じパターンを示すものとして，通時的に非 A 系列（5 節参照）の形容詞を前部要素に含む複合語も見つかっ

ている（uɸu]kadʒi「台風」，uɸu]kui「大声」など）。 
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(9)  a. sɨma]dzɨma  「島々」<  sɨmaL「島」 +  sɨmaL「島」  

b. maː]ɸaː   「子孫」<  maːL「孫」 +  ɸaːF「子」 

c. duː]buni   「体の骨・筋肉」<  duːL「体」 +  puniL「骨」 

 

ただし，これらの複合語に観察される下降は，下降型で観察される下降と性質が異なるようで

ある。具体的に言うと，前部要素が下降型で複合アクセント法則が適用される場合，語頭から 2

拍目の直後に大幅かつ急激なピッチ下降が実現する。これに対し，(9)の例のように前部要素が平

板型の場合，2 拍目の後に実現するピッチの下降は下降型で観察されるものに比べ，幅が小さく

聞こえる。すなわち，下降の開始地点におけるピッチの値は下降型より低い8。 

前部要素が平板型でピッチの下降が実現する複合語の解釈については，次のような可能性が考

えられる。第一に，複合アクセント法則が成立しており，複合語の音調は前部要素のアクセント

型によると解釈するものである。この解釈では，平板型の中に複合語における音調を基に 2 種類

の異なるアクセント型を認め，さらにこの 2 つのアクセント型は，単純名詞の環境においては完

全に中和する，というアクセント体系を想定する必要がある。中和環境の範囲がこれほど広いよ

うなアクセント体系は異様に見えるかもしれないが，特定の複合語においてのみ対立が観察され，

他の環境では中和するような体系は，同じ南琉球の宮古語に報告されている（与那覇
よ な は

方言：松森

（2013），皆
みな

愛
あい

方言：セリック（2021））。第二に，語彙的に指定されるアクセント型とは別に，

特定の（韻律的あるいは構造的な）条件の下で起こる「下降現象」が存在すると解釈するもので

ある。この場合，境界下降型になる複合語には何らかの偏りが観察されると予測される。 

現時点では，どちらの解釈が妥当であるかを検証するための十分なデータがないが，前部要素

が平板型で下降が実現する複合語は少数で，かつ特殊な構造を持つことが指摘できる。 (9)に挙

げた複合語のうち，1 語は重複形であり，もう 1 語は並列の構造を持っている。このことは，第

二に挙げた解釈の方が妥当であることを示唆している。なお，前部要素が平板型の複合語におい

てピッチの下降が生じるという現象には語内部の構造という形態的要因が関わっているので，第

二の解釈の仕組みとして，重複形や並列構造を持つ複合語において形態素境界に下降が生じる，

という仮説を立てる。残念ながら，現時点のデータではこのパターンを示す複合語はすべて前部

要素が 2 拍であるため，この仮説をただちに実証することはできない。よって，今後の調査にお

いて，重複形や並列構造をもち，前部要素が 3 拍の複合語を対象とする必要がある。 

 

5. 琉球祖語の系列との対応 

 琉球諸語に観察されるアクセントの区別は，琉球祖語にあったアクセントの反映であると考え

られており，これまでの研究から，祖語にあったと想定される 3 つのアクセントのグループを A

系列，B 系列，C 系列と呼んでいる（松森 2000a，松森 2000b）。本節では，祖語（のアクセント

                                                        
8 ただし，データが少なく，また音質が優れていないため，現時点では必ずしも有効な比較ができているとは言

えない。下降の性質に関する音声的な検討は今後の調査課題とする。 
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型）を再建することを目的とした語彙リストである五十嵐（2019）のデータをもとに，琉球祖語

の系列と宮良方言のアクセント型との対応関係を論じる。 

 五十嵐（2019）に基づき，宮良方言のアクセント型と琉球祖語との対応を確認したところ，表

3 の結果になった。 

 

表 3 宮良方言のアクセント型と琉球祖語との対応 

琉球祖語系列 平板型（語数） 下降型（語数） 

A 0 75 

B 67 2 

C 57 4 

 

祖語の A 系列には宮良方言の下降型が対応し，祖語の B 系列と C 系列には宮良方言の平板型

が対応する（対応率 97.1％）。このことから，宮良方言のアクセントは新たに生じた区別ではな

く，祖語にあった区別を継承していることが分かる。そのため，宮良方言のアクセントをもとに，

他の方言との通時的関係が明らかになる可能性がある。 

 ローレンスの一連の研究（ローレンス（2006, 2008）など）では，アクセントの不規則な改新が

方言間の系統関係の推定に利用されている。ローレンス（2020）によれば，（与那国を除く）鳩

間・石垣・竹富・古見などの中核八重山の諸方言では，*pibiza「山羊」が琉球祖語の C 系列から

A 系列に変化しているとされる。今回の宮良方言の調査でも，pibidʒa は下降型のアクセントで発

音された。これは表 3 の通り A 系列に対応するため，宮良方言でも C 系列から A 系列対応型へ

の変化が生じたことが分かり，宮良方言が系統的にも中核八重山方言に属することが示唆され，

ローレンスの仮説を支持することとなった。 

 

6. 所属語彙 

 721 語の名詞について所属情報を以下に提示する（また，本稿の関連データも参照されたい）。

表 4 に仮名表記を示す。各名詞に対して，仮名表記，音声表記，アクセント型と意味を提示する。 

 

表 4 仮名表記一覧 

ア [a] イ [i]   ウ [u] エ [e] オ [o] 

カ [ka] キ [ki] キゥ [kɨ] ク [ku] ケ [ke] コ [ko] 

ガ [ɡa] ギ [ɡi] ギゥ [ɡɨ] グ [ɡu] ゲ [ɡe] ゴ [ɡo] 

キャ [kja]     キュ [kju]   キョ [kjo] 

ギャ [ɡja]     ギュ [ɡju]   ギョ [ɡjo] 

サ [sa]   スゥ [sɨ] ス [su] セ [se] ソ [so] 

ザ [dza]   ズゥ [dzɨ] ズ [dzu] ゼ [dze] ゾ [dzo] 
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シャ [ʃa] シ [ʃi]   シュ [ʃu] シェ [ʃe] ショ [ʃo] 

ジャ [dʒa] ジ [dʒi]   ジュ [dʒu] ジェ [dʒe] ジョ [dʒo] 

タ [ta] ティ [ti] チゥ [tsɨ] トゥ [tu] テ [te] ト [to] 

ダ [da] ディ [di]   ドゥ [du] デ [de] ド [do] 

ツァ [tsa]     ツ [tsu]   ツォ [tso] 

チャ [tʃa] チ [tʃi]   チュ [tʃu] チェ [tʃe] チョ [tʃo] 

ナ [na] ニ [ni]   ヌ [nu] ネ [ne] ノ [no] 

ニャ [nja]     ニュ [nju]   ニョ [njo] 

ハ [ha] ヒ [hi]     ヘ [he] ホ [ho] 

バ [ba] ビ [bi] ビゥ [bɨ] ブ [bu] ベ [be] ボ [bo] 

パ [pa] ピ [pi] ピゥ [pɨ] プ [pu] ペ [pe] ポ [po] 

ヒャ [hja]     ヒュ [hju]   ヒョ [hjo] 

ビャ [bja]     ビュ [bju]   ビョ [bjo] 

ピャ [pja]     ピュ [pju]   ピョ [pjo] 

ファ [ɸa] フィ [ɸi]   フ [ɸu] フェ [ɸe] フォ [ɸo] 

フヮ [ɸwa]           

マ [ma] ミ [mi] ミゥ [mɨ] ム [mu] メ [me] モ [mo] 

ミャ [mja]     ミュ [mju]   ミョ [mjo] 

ヤ [ja]     ユ [ju] イェ [je] ヨ [jo] 

ラ [ra] リ [ri] ルゥ [rɨ] ル [ru] レ [re] ロ [ro] 

リャ [rja]     リュ [rju]   リョ [rjo] 

ワ [wa]         ヲ [wo] 

ン [ɴ]           

ー [ː] ッ（子音を重ねる）        

アー aː L 粟。 

アーサ aːsa L アオサ。 

アーザ aːdza L 長男。 

アーサヌ スゥル aːsanu sɨru L F アオサの汁。 

アーダニ aːdani L 粟の種。 

アーミ aːmi L 雨。 

アーミフム aːmiɸumu L 雨雲。 

アーヤ aːja L 父。 

アーリゥ aːrɨ F 東。 

アーリゥカジ aːrɨkadʒi F 東風。 

アーリゥティダ aːrɨtida F 朝日。 

アイク aiku L 天秤棒。 

アウダ auda L カエル。 

アウダ auda L 畚（もっこ）。 

アウバトゥ aubatu L 鳩の一種。 

アウムスゥ aumusɨ L 青虫。 

アカイ akai F しゃくし。 

アカイル akairu F 赤色。 

アカカビゥ akakabɨ F 赤紙。 

アカティダ akatida F 強い日差しの太陽。 

アカヌヌ akanunu F 赤布。 

アカパナ akapana F 赤花。 
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アカマイ akamai F 赤米。 

アカマズゥ akamadzɨ L 髪。頭髪。 

アカマミ akamami F 小豆。 

アカリゥ akarɨ F 明かり。光明。光。 

アカンダ akaɴda F 赤土。粘土。 

アギ agi F 陸。 

アクビゥ akubɨ F 欠伸。 

アサムヌ asamunu L 朝飯。 

アザリゥ adzarɨ F 棘。 

アザリゥ adzarɨ F ヤエヤマノイバラ。 

アシ aʃi L 汗。 

アシャブ aʃabu F おでき。疥癬（かいせん）。

出来物。皮膚病。吹き出物。 

アズゥ adzɨ F 味。妙味。 

アスゥザ asɨdza L 下駄。 

アスゥトゥ asɨ̥tu L 明後日。 

アダニ adani L アダン。 

アツゥマーリゥザー atsɨmaːrɨdzaː L 集会場。 

アッコン akkoɴ F 芋。 

アッチャ attʃa L 父。 

アッツァ attsa L 明日。 

アディフ adiɸu L アデク。 

アドゥ adu L かかと。 

アバ aba L 油。石油。灯油。 

アバサ abasa L ハリセンボン。 

アブスゥ abusɨ L 畔。 

アミ ami F 飴。 

アミスゥズゥ amisɨdzɨ F 飴玉の大きさ。 

アラガー aragaː F 新川。 

アン aɴ L 網。 

アンネー aɴneː L 母。 

アンマー aɴmaː L 姉。 

イーリゥ iːrɨ L 錐。 

イーリゥ iːrɨ F 西。 

イーリゥティダ iːrɨtida F 入り日。西日。夕日。 

イクサ ikusa L 戦争。 

イシ iʃi F 石。 

イシャ iʃa L 医者。 

イシャナギ iʃanagi F 石垣。 

イズ idzu F 魚。 

イズ idzu F 意地。 

イスゥキゥ isɨ̥kɨ L 息。呼吸。 

イスゥスゥ isɨsɨ F 石臼。 

イタヤドゥ itajadu L 板戸。 

イツゥツゥ itsɨtsɨ L 五つ。 

イトゥマ ituma L 暇。休暇。 

イナカ inaka F 田舎。 

イナビ inabi L 粉米。 

イニ ini L 稲。 

イノー inoː L 竜巻。 

イノー inoː L 砂。 

イビスゥ ibisɨ F 引っ込み思案。 

イビリゥ ibirɨ L エビ。 

イミ imi L 忌み。喪。 

イミ imi L 夢。 

イラギゥ iragɨ L 鱗。 

イリバー iribaː F 入れ歯。 

イリムティ irimuti F 西表。西表島。 

イリムティスゥマ irimutisɨma F 西表島。 

イリムティヤマ irimutijama F 西表山。 

イル iru L 色。 

ウイ ui F 上。 

ウイピゥトゥ uipɨ̥tu L 年寄り。老人。 

ウーキ uːki L 桶。樽。 

ウーツゥツゥ uːtsɨ̥tsɨ L 大槌。 

ウーリゥ uːrɨ L 瓜。キュウリ。 

ウカギ ukagi L おかげ。 

ウキゥナー ukɨnaː L 沖縄。 

ウキゥナースバ ukɨnaːsuba L 沖縄蕎麦。 

ウク uku F 奥。 

ウクバー ukubaː F 奥歯。 

ウクリゥ ukurɨ F 火種。薪の炭火。 
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ウサイ usai L 御菜。肴（さかな）。つまみ。 

ウズ udzu L ふとん。 

ウズゥ udzɨ L ウナギ。 

ウスゥスゥカナイ usɨsɨ̥kanai F 牛飼い。 

ウスゥナマ usɨnama F 小牛。 

ウスゥニク usɨniku F 牛肉。 

ウタ uta L 歌。 

ウツゥツゥ utsɨtsɨ L 打撲傷。 

ウディ udi L 腕。 

ウディカキ アサビゥ udikḁki asabɨ L F 腕相

撲遊び。 

ウティドゥ utidu L 不合格。 

ウトゥ utu F 音。 

ウトゥ utu F 評判。 

ウトゥドゥ utudu L 弟。年下。 

ウドゥン uduɴ L うどん。 

ウナイ unai L ウナギ。 

ウフアーミ uɸu]aːmi  大雨。豪雨。 

ウフカジ uɸu]kadʒi  大風。強風。 

ウフキー uɸukiː L 大木。 

ウフクイ uɸu]kui  大声。 

ウフサラ uɸusara L 大皿。 

ウフス uɸusu L 海水。 

ウフズゥ uɸudzɨ L 曾祖父。 

ウフツゥ+ミズゥ uɸutsɨ+midzɨ L 海水。 

ウフニンジュ uɸu]niɴdʒu  大勢。 

ウフヤー uɸujaː L 母屋。 

ウマ uma L ここ。そこ。 

ウムイ umui L 思い。意見。想い。所存。 

ウムイ umui L 面繋（おもがい）。馬の枷（か

せ）。 

ウムザ umudza L イノシシ。 

ウムディ umudi L 顔。 

ウムトゥヤマ umutujama F 於茂登岳。 

ウヤ uja L 親。 

ウヤギ ujagi L 金持ち。 

ウヤグ ujagu L 親戚。親類。 

ウヤパーフズゥ ujapaːɸudzɨ L 祖先。先祖。元

祖。 

ウヤフヮー ujaɸwaː L 親子。 

ウリ uri L うるおい。 

ウリ uri L これ。それ。 

ウワビ uwabi F 上辺。 

ウン uɴ L 鬼。 

ウンキゥ uɴkɨ F 膿み。 

ウンキゥ uɴkɨ F 運気。 

ウンギゥ uɴgɨ L 扇。団扇。 

ウンザ uɴdza L 彼奴（あやつ）。 

ウンドーカイ uɴdoːkai L 運動会。 

ウンドージョー uɴdoːdʒoː L 運動場。 

エーク eːku L 櫂（かい）。 

オー oː L ブタ。 

オンギゥ oɴgɨ L 団扇（うちわ）。 

オンタ oɴta L ブタ。 

オンヤ oɴja F 御嶽。 

カー kaː L 皮。革。 

カー kaː F 井戸。 

ガー gaː L 耐久力。忍耐力。 

カーギ kaːgi L 容姿。 

ガーギゥ gaːgɨ L 鎌。 

カーサ kaːsa F 生活用水溜め。 

カーチー kaːtʃiː L 夏至。 

カーマ kaːma L 遠方。遠い。 

カーラ kaːra L 瓦。 

カーラ kaːra F 川。 

ガーラ gaːra L カスミアジ。シマアジ。 

カイ kai F おかゆ。 

カキズゥ kḁkidzɨ L ウニ。 

カギン kagiɴ L 加減。 

カクズゥ kḁkudzɨ L 顎（あご）。 

カザ kadza L 葛（かずら）。クズ。蔓（つる）。 

カザ kadza L 匂い。 
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カザリゥ kadzarɨ F 飾り。 

ガザン gadzaɴ L 蚊。 

カジ kadʒi F 風。 

カジフキゥ kadʒifu̥kɨ F 風吹き。台風。 

カタ kḁta L 肩。 

カタ kḁta L イナゴ。バッタ。 

カタズゥ kḁtadzɨ F 形。 

カタナ kḁtana L 刀。 

カチ kḁtʃi F 加勢。手伝い。 

カツー kḁtsuː F カツオ。 

カツゥリゥ katsɨ̥rɨ F 飢え。 

ガッコー gakkoː L 学校。 

カッティ katti F 勝手。 

カドゥ kadu L 角。 

カニ kani F 金。 

カニ kani F 鉄。 

カニ kani F 鐘。 

カニパイ kanipai F 鍬。 

ガバ gaba L 垢。 

カビゥ kabɨ F 紙。 

カビゥフクル kabɨɸu̥kuru F 紙袋。 

カフ kḁɸu F 果報。 

カフ kḁɸu L 幸福。幸せ。 

カブチャ kabutʃa F カボチャ。 

カブリゥ kaburɨ F コウモリ。 

カブリゥキー kaburɨkiː F 木の一種。 

カマ kama F あそこ。あっち。向こう。 

カミ kami L 甕。 

カミ kami L ウミガメ。 

カミザー kamidzaː L 上座。 

ガヤ gaja L 茅。チガヤ。 

ガラサ garasa L カラス。 

カラティ karati L 空手。 

カリキー karikiː F 枯れ木。 

カン kaɴ L 神。 

キー kiː L 木。 

キー kiː F 毛。 

キーウリゥ kiːurɨ L キュウリ。 

キーズゥ kiːdzɨ F 系図。 

キーヌ パー kiːnu paː L F 木の葉。 

キームトゥ kiːmutu L 木元。 

キゥスゥムヌ kɨ̥sɨmunu F 服。 

キゥヌ kɨnu F 昨日。 

キゥヌ kɨnu F 昨日。 

キゥム kɨmu L 肝。心。 

キゥムク kɨmuku L 肝と肺。 

キゥン kɨɴ L 着物。衣。 

キザスゥ kidzasɨ F 兆候。 

キザミタバグ kidzamitabagu L 刻み煙草。 

キズゥアトゥ kidzɨatu F 傷跡。 

ギスゥク gisɨku L 式。 

キズゥグツゥ kidzɨgutsɨ F 傷口。 

キズゥナカ kidzɨnaka F 傷の中。 

キナイ kinai F 世帯。 

キネー kineː F 家庭。所帯。 

キフ ki̥fu F 煙り。 

キブスゥ kibusɨ̥ F 湯煙。 

キブリゥカーズゥ kiburɨkaːdzɨ F 家庭ごと。 

キュー kjuː L 今日。 

キョーダイ kjoːdai L 兄弟。 

キンコ kiɴko F 金庫。 

キンシュー kiɴʃuː L 崖。断崖。 

ギンミ; giɴmiː L 吟味。相談。 

クイ kui L 声。 

クース kuːsu L トウガラシ。 

クーマミ kuːmami F 小豆（あずき）。 

クガ kuga L 睾丸。 

クガニ kugani F 黄金。 

ククル ku̥kuru L 心。 

グサン gusaɴ L 杖。 

グシ guʃi L 酒。 

クシキ kuʃi̥ki L 戸籍。 
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クズ kudzu L 去年。昨年。 

クズ kudzu L タイワンクズ。トウズルモドキ。 

グスゥク gusɨ̥ku L 石垣。垣根。 

クダヒ kudahi F 下痢。 

クチ ku̥tʃi F 腐蝕。 

クツゥ ku̥tsɨ F 背中。 

クツゥブニ ku̥tsɨbuni F 腰骨。 

クトゥ ku̥tu L 事。 

クトゥ ku̥tu F 琴。 

クトゥスゥ ku̥tusɨ F 今年。 

クニ kuni F 国。 

クバ kuba F ビロウ。 

クバン kubaɴ F 碁盤（ごばん）。 

クビ kubi F 壁。 

クブ kubu L 昆布。 

クム kumu L 雲。 

クムスゥ kumusɨ L 油虫（＝ゴキブリ）。 

クムリゥ kumurɨ L 池。沼。水溜り。 

クムリゥ kumurɨ L 珊瑚礁の窪み。 

クユビ kujubi F 小指。 

クユン kujuɴ L 暦。 

クリ kuri F これ。それ。 

クルキゥ kurukɨ L リュウキュウコクタン。 

クルバシャ kurubaʃa L ロータリー。 

クルマ kuruma L 車。自動車。 

クルマダイ kurumadai L 車の値段。 

クヮースゥ kwaːsɨ L 菓子。 

クヮイシキジン kwaiʃi̥kidʒiɴ L 会席膳。 

クンキゥ kuɴkɨ F 根気。 

クンザ kuɴdza L 彼奴（あやつ）。 

グンスゥ guɴsɨ F 指示。 

クンドゥ kuɴdu L 今度。 

ケーズゥ keːdzɨ L マルバチシャノキ。 

ケーラ keːra L 一同。皆様。 

ケーリ keːri L 切れ。 

ゴーサ goːsa L 疥癬（かいせん）。皮膚病。 

ゴーヤ goːja L ニガウリ。 

コーリ koːri L 柳ごうり。 

コフタ koɸu̥ta L かさぶた。 

コロナ korona L コロナ。 

サーゴー saːgoː L 咳（せき）。 

サーフ saːɸu F 作法。 

サーフ saːɸu F 仕事。 

ザームツ dzaːmutsu L 筵。 

ザイギ dzaigi L 材木。 

ザガ dzaga L ヤモリ。 

サカミツゥ sḁkamitsɨ F 坂道。 

サカヤ sḁkaja F 酒屋。酒造所。 

サキカミ sḁkikami F 酒瓶。 

サキダル sakidaru F 酒樽。 

サキフチ sḁkiɸu̥tʃi F 酒癖。 

サズゥ sadzɨ L 鉢巻。 

サタ sata L 沙汰。うわさ。評判。 

サト sato L 里。 

サナ sana L 傘。 

サネー saneː L ふんどし。 

サバ saba F 草履。 

サバニ sabani L 刳船。 

サバニフニ sabanifuni L 刳り船。 

サン saɴ L シラミ。 

サン saɴ F お守り。 

ザン dzaɴ L ジュゴン。 

シートゥ ʃiːtu L 生徒。 

シートーヤー ʃiːtoːjaː F 製糖工場。 

シーブ ʃiːbu L 勝負。決着。 

シカ ʃi̥ka L 鹿。 

シカキ ʃi̥kaki F 仕掛け。装置。罠。 

ジカタビゥ dʒikatabɨ L 地下足袋。 

シキムヌ ʃi̥kimunu F 漬物。たくあん。 

シキユーアバ ʃikijuːaba F 石油。 

シグトゥ ʃigutu F 職業。 

シザウトゥドゥ ʃidza]utudu  兄と弟。 
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シジャ ʃidʒa L 兄。先輩。年上。 

シジャブナリゥ ʃidʒabunarɨ L 兄弟と姉妹。 

シジャマリー ʃidʒamariː L 長男。 

シニ ʃini L 脛（すね）。 

シューブン ʃuːbuɴ L 秋分。 

シュビゥ ʃubɨ F フエダイ。 

シュムツゥ ʃumutsɨ L 書物。 

シュリジョー ʃuridʒoː L 首里城。 

シュワ ʃuwa F 心配。不安。 

ジュン dʒuɴ F 正常。 

シュンブン ʃuɴbuɴ L 春分。 

ションガツゥ ʃoɴgatsɨ L 正月。 

シル ʃiru F 城。 

ジンカニ dʒiɴkani L 金銭。お金。 

ジンカニモーキ dʒiɴkanimoːki L 金儲け。 

ズゥー dzɨː L 字。文字。 

ズゥー dzɨː L 地面。土地。 

ズゥーマスゥ dzɨːmasɨ L 地所。土地。 

スーギラ suːgira L シャコガイの一種。 

ズゥグ dzɨgu L デイゴ。 

スゥコップ sɨ̥koppu L スコップ。 

スゥスイル sɨsuiru L 白色。 

スゥスヌヌ sɨ̥sununu L 白布。 

スゥタ sɨ̥ta L 舌。 

スゥタ sɨ̥ta F 下。 

スゥタパー sɨ̥tapaː F 下歯。 

スゥタパー sɨ̥tapaː F 下葉。 

スゥトゥムディ sɨtumudi L 朝。 

スゥナ sɨna F 品。 

スゥナダ sɨnada L 仕草。態度。 

スゥバリゥ sɨbarɨ L 小便。尿。 

スゥマ sɨma L 相撲。 

ズゥマ dzɨma L どこ。 

スゥマカブチャ sɨmakabutʃa L 島カボチャ。 

スゥマズゥマ sɨma]dzɨma  島々。 

スゥマムニ sɨmamuni L 方言。 

ズゥリ dzɨri L どれ。 

スゥル sɨru L 汁。 

スゥルアカイ sɨruakai L お玉杓子。 

スディ sudi F 袖。 

スバ suba L 蕎麦（そば）。 

スラ sura L 先。 

ゾー dzoː L 門。 

ソーギブニ soːgibuni L あばら骨。胸骨。助骨。 

ソーズゥ soːdzɨ L 掃除。 

ター taː L 田。 

タータビゥ taːtabɨ L （田んぼ用の）足袋。 

ダイ dai F 値段。 

タイク taiku L 太鼓。 

タカパナ tḁkapana L 高い鼻。 

タキ tḁki L 丈。 

タキ taki F 竹。 

タキザイク tḁkidzaiku F 竹細工。 

タキフドゥ tḁkiɸudu L 身長。 

ダスゥ dasɨ L 出し汁。 

タタカイ tḁtakai L 戦い。 

タニ tani L 男性の性器。 

タニ tani L 種子。 

タバグ tabagu L 煙草。 

タビゥ tabɨ F 旅。 

タブ tabu F 足袋。 

タブ tabu F タブノキ。 

ダブ dabu F 葬式。 

タブキー tabukiː L タブノキ。 

タヤ taja L 嫉妬。 

タンキゥムヌ taɴkɨmunu F 短気者。 

タンスゥ taɴsɨ L 箪笥。 

チビ tʃibi F 最後。尻。しんがり。びり。 

チミ tʃimi F 爪。 

チャーミズゥ tʃaːmidzɨ L お茶の水。 

チャクスゥ tʃakusɨ L 長男。 

チャクマー tʃakumaː L 長男からの孫。 
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チャブン tʃabuɴ L 茶盆。 

チュラカーギ tʃurakaːgi L 美人。 

チョーチョー tʃoːtʃoː L 蝶々。 

ツゥー tsɨː F 釣り針。 

ツゥー tsɨː L 乳。 

ツゥカラ tsɨ̥kara F 力。 

ツゥキゥ tsɨkɨ L 月。 

ツゥキゥリゥムヌ tsɨkɨrɨmunu L 作物。農作物。 

ツゥズゥ tsɨdzɨ F 頂上。 

ツゥブ tsɨbu F 壷。 

ツゥブル tsɨburu L 冬瓜（とうがん）。 

ツゥブルヤンヌ フチリ tsɨburujaɴnu ɸu̥tʃiri L 

L 頭痛薬。 

ツゥリゥ tsɨrɨ F 釣瓶（つるべ）。 

ツゥル tsɨru F 絃（げん）。 

ッスカビゥ ssukabɨ L 白紙。 

ッフマイ ɸɸumai L 黒米。 

ティー tiː L 手。 

ティーサーフ tiːsaːɸu L 手仕事。 

ティーサズゥ tiːsadzɨ L 手ぬぐい。タオル。 

ティーパン tiːpaɴ L 手足。 

ティキ ti̥ki F 敵。 

ティダ tida L 太陽。 

ティマー timaː L 給料。月給。手間賃。俸給。 

ティル tiru L ざる。 

ティン tiɴ F 空。天。 

ティンプツゥ tiɴputsɨ F 天の星。 

ティンマ tiɴma F 伝馬船。 

デンシャ deɴʃa L 電車。 

ドゥー duː L 己。自分。本人。体。身体。 

ドゥーカキゥ duːkḁkɨ L 体を掻くこと。 

ドゥーフカ duːɸuka L 自分以外。 

ドゥーブニ duː]buni  体の骨。筋肉。 

ドゥール duːru L 泥。 

トゥク tu̥ku F 床。 

トゥク tu̥ku F 仏壇。 

ドゥク duku L 毒。 

トゥクヌマー tu̥kunumaː L 床の間。家の中に

ある座床。 

トゥズゥ tudzɨ F 妻。 

ドゥスゥ dusɨ F 親友。 

ドゥスゥニンジュ dusɨniɴdʒu F 友達。 

トゥズゥブドゥ tudzɨbudu F 夫婦。 

トゥツゥ tu̥tsɨ L 唾。 

トゥナガ tunaga L 卵。 

トゥヌスク tunusu̥ku F 登野城。 

トゥム tumu F お供。 

トゥモーリゥ tumoːrɨ L 海。 

トゥモーリゥイズ tumoːrɨidzu L 海の魚。 

トゥモーリゥスク tumoːrɨsuku L 海底。 

トゥラ tura F 虎。 

トゥリゥ turɨ F 鳥。鶏。 

トゥルクビ turukubi L 暴風戸。 

ドゥルミズゥ durumidzɨ L 泥水。 

トー toː F くぼみ。 

トーフー toːɸuː L 豆腐。 

トーフマミ toːɸumami L 大豆。 

トーフヤー toːfujaː L 豆腐屋。 

ナー naː L 縄。 

ナー naː F 名前。 

ナーザ naːdza F 翌日。 

ナイ nai L 地震。 

ナカ naka L 中。間。 

ナカブニ nakabuni L 凧の中の骨。 

ナキジン nakidʒiɴ L 今帰仁。 

ナサキ nasaki L 情け。人情。 

ナサビゥ nasabɨ L ナス。 

ナタ nata L 鉈。 

ナダ nada L 涙。 

ナツゥ natsɨ F 夏。 

ナバ naba L キノコ。シイタケ。マツタケ。 

ナビ nabi L 鍋。 
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ナマ nama L 今。現在。 

ナマイズ namaidzu L 生魚。 

ナマスゥ namasɨ L 刺し身。酢の物。 

ナマズゥラームヌ namadzɨraːmunu L 生意気

者。 

ナリゥ narɨ F 果実。実。 

ニー niː L 根。 

ニームツゥフニ niːmutsɨɸuni L 貨物船。 

ニガイ nigai L 願い。祈願。 

ニク niku L 肉。 

ニスゥカジ nisɨkadʒi F 北風。 

ニツゥ nitsɨ L 熱。 

ニムトゥ nimutu L 根元。 

ニューガク njuːgaku F 入学。 

ニンガズゥ niɴgadzɨ L 二月。 

ニンジュ niɴdʒu L 人数。 

ヌー nuː L 野原。 

ヌーナカ nuːnaka L 野原。 

ヌービゥー nuːbɨː L 野火。 

ヌーマヤー nuːmajaː L 野良猫。 

ヌーヤキゥ nuːjakɨ L 野焼け。 

ヌスゥトゥリゥ nusɨ̥turɨ L 泥棒。盗人。 

ヌツゥ nutsɨ L 命。 

ヌドゥ nudu L 喉。 

ヌン nuɴ L 蚤（のみ）。 

ヌン nuɴ L 鑿（のみ）。 

ネーラ neːra F 右。 

ネーラカタ neːrakḁta F 右肩。 

パー paː F 葉。 

バーキ baːki L 平ざる。 

ハイ hai L 南。 

バイ bai F 芽。 

パイ pai F 灰。 

パイ pai F ハエ。 

パイ pai F 礼拝。 

ハイカジ haikadʒi L 南風。 

パイリゥ pairɨ L 酢。 

パカ pḁka F 墓。 

バギゥ bagɨ L 脇。 

バギゥバダ bagɨbada L わき腹。 

ハク hḁku F 箱。 

ハシカニツゥ haʃikanitsɨ L 麻疹熱。 

バズゥ badzɨ L 罰。 

ハズゥン hadzɨɴ F 蜂。 

バダ bada L おなか。腹。 

パダ pada L 肌。 

ハタギ hḁtagi L 畑。 

ハダシパン hadaʃipaɴ F 裸足。 

パツゥ pḁtsɨ F 箸。 

パツゥ pḁtsɨ F 橋。 

ハナ hana L 花。 

パナ pana F 鼻。 

ハナギー hanagiː L 花木。 

ハナスゥキゥ hanasɨ̥kɨ F 風邪。感冒。 

パナミズゥ panamidzɨ F 鼻水。 

パニ pani F 羽。 

バヌ banu L 自分。僕。私。我。 

ハブ habu F ヘビ。 

パラー paraː L 柱。 

ハリムヌ harimunu F 腫れ物。 

パリムヌ parimunu F 腫物。 

パン paɴ L 足。 

ピー piː L 火。 

ピー piː L リーフ。 

ピーカジ piːkadʒi L 全く雨がない台風。 

ピーダリゥ piːdarɨ L 左。 

ピゥージュー pɨːdʒuː F 一日中。 

ピゥカリゥ pɨ̥karɨ L 光。 

ピゥサイ pssai F 平得。 

ピゥサイムラ pssaimura F 平得村。 

ピゥダリゥカタ pɨ̥darɨkḁta L 左肩。 

ピゥトゥイ pɨ̥tui L 一日。 
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ピゥトゥグー pɨ̥tuguː L 一個。 

ピゥマ pɨma F 暇。 

ビギウスゥ bigiusɨ F 牡牛。 

ビギドゥン bigiduɴ F 男。 

ビギピビジャ bigipibidʒa F 雄ヤギ。 

ヒコーキ hi̥koːki L 飛行機。 

ピズゥ pidzɨ F 肘。 

ピタ pi̥ta F 下手。 

ピダ pida L 襞（ひだ）。 

ピダリゥティー pidarɨtiː L 左手。 

ピトゥ pi̥tu F 人。人間。他人。 

ピニ pini F 髭。あご髭。 

ピビジャ pibidʒa F ヤギ。 

ピャーク pjaːku L 百。 

ピラフ piraɸu L 寒い風。 

ビン biɴ F 弁。 

ピン piɴ F ニンニク。 

ファーナスゥ ɸaːnasɨ F 出産。 

ファイムヌ ɸaimunu F 食べ物。 

プー puː F 穂。 

プー puː F 帆。 

フーガー ɸuːgaː L 大川。 

ブーヌヌ buːnunu L 麻布。 

フカドゥミ ɸu̥kadumi L 妾。 

フガラムスゥ ɸugaramusɨ L 毛虫。 

フク ɸu̥ku L 肺。 

フク ɸu̥ku F 茎。 

フクル ɸu̥kuru L 袋。 

ブシャ buʃa F 腰。 

ブジャ budʒa L 伯父。 

ブシャブニ buʃabuni F 腰骨。背骨。 

ブスゥ busɨ L 関節。節。 

ブスゥ busɨ L 武士。 

フチャカリゥ fu̥tʃa]karɨ  草刈り。 

フチャリゥムヌ ɸutʃarɨmunu L 腐れもの。 

フチリゥ ɸu̥tʃirɨ L 薬。 

フツゥ fu̥tsɨ F 口。 

プツゥ pu̥tsɨ F 星。 

フツゥナカ ɸu̥tsɨnaka F 口中。 

フツゥマ ɸu̥tsɨma L 黒島。 

プツォーマ pu̥tsoːma F へそ。 

フディ ɸudi F 筆。 

ブドゥ budu F 夫。亭主。 

プトゥスゥ pu̥tusɨ L 同年。 

ブドゥドゥイ bududui L 一昨日。 

ブドゥリゥファー budurɨɸaː F 踊り子。 

ブドー budoː F 葡萄。 

フナズゥナ ɸunadzɨna L 舫い綱。 

フナズゥミ ɸunadzɨmi L 船積み。 

ブナリゥ bunarɨ F 姉妹。姉さん。 

フニ ɸuni L 船。 

プニ puni L 骨。 

フニン ɸuniɴ F ヒラミレモン。ミカン。 

フネー ɸuneː L 船酔い。 

フバナーギ ɸubanaːgi F 感謝儀礼。 

フビ ɸubi F うなじ。 

フビゥマーイィ ɸubɨmaːɨ F 襟回り。 

フユ ɸuju F 冬。 

ブラ bura L 汽笛。 

ブリ buri L 無礼。失礼。 

フヮー ɸwaː F 子。 

フヮーマー ɸwaːmaː F 子孫。 

ボーシ boːʃi F 帽子。 

ホン hoɴ F 本。 

マー maː L 孫。 

マーウリゥ maːurɨ F マクワウリ。 

マーギラ maːgira F シャコガイの一種。 

マース maːsu L 塩。 

マーフヮー maː]ɸwaː  孫と子供。子孫。 

マーミ maːmi L 豆。大豆。 

マーリゥ maːrɨ L 毬。 

マイ mai L 前。 
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マイ mai F 米。 

マイカリゥ maikarɨ F 稲刈り。 

マイダーラ maidaːra F 米俵。 

マイダニ maidani F 米の種。 

マイフクル maiɸu̥kuru F 米袋。 

マキゥ makɨ F つむじ。 

マキゥ makɨ F 牧場。 

マキタバグ makitabagu F 巻煙草。 

マサイミ masaimi L 正夢。 

マツゥ matsɨ F 町。 

マツゥリゥ matsɨrɨ F 祭り。 

マドゥ madu L 暇。 

マドゥ madu L 窓。 

マトゥム matumu F 正気。 

マミ mami L 心臓。 

マミナー maminaː L モヤシ。 

マヤ maja L 猫。 

マユ maju L まゆ毛。 

マラリアー marariaː L マラリア。 

マラリヤニツゥ mararijanitsɨ L マラリアによ

る熱。 

マリジョー maridʒoː F 生まれ付き。天性。 

マリドゥスゥ maridusɨ F 生まれ年。生年。 

マリファー mariɸaː F 生まれた子。 

ミー miː L 目。 

ミー miː L 小さい穴。 

ミーウスゥー miːusɨː L 雌牛。 

ミーダスゥ miːdasɨ F （汁の）具。 

ミードゥン miːduɴ L 女。 

ミーヌ フツゥリ miːnu ɸu̥tsɨri L L 目薬。 

ミーハナ miːhana L 顔。 

ミシュカミ miʃukami L 味噌甕。 

ミシュダル miʃudaru L 味噌樽。 

ミズゥタマリゥ midzɨtamarɨ F 水溜り。 

ミツゥ mitsɨ F 道。 

ミツゥパタ mitsɨpata F 道端。 

ミドゥナー midunaː L 女の子。 

ミナガ minaga L 外。庭。 

ムカスゥ mukasɨ L 昔。 

ムカスゥパナスゥ mukasɨpanasɨ L 民話。昔話。 

ムカスゥムニ mukasɨmuni L 昔言葉。諺。 

ムカスゥユー mukasɨjuː L 昔の世。 

ムク muku L 婿。 

ムス musu L 筵（むしろ）。ござ。畳。 

ムトゥ mutu L 元。 

ムトゥ mutu L 茎。 

ムトゥメーラ mutumeːra L 本宮良。 

ムニ muni L 言葉。 

ムヌ munu L 物。 

ムム mumu L 腿。 

ムムッタリゥ mumuttarɨ L 腿。 

ムラ mura F 村。 

ムラジュー mura]dʒuː  村中。 

ムラナカ muranaka F 村中。村の中。 

ムラムラ mura]mura  村々。 

ムン muɴ L 麦。 

ムンカリゥ muɴkarɨ L 麦刈り。 

ムングルボーシ muɴguruboːʃi L 麦わら帽子。 

ムンチュー muɴtʃuː F 門中。 

ムンハタギ muɴhḁtagi L 麦畑。 

メー meː F 広場。 

メーグ meːgu F 宮古。 

メーグスゥマ meːgusɨma F 宮古島。 

メーラ meːra F 宮良。 

メーラバツゥ meːrabatsɨ F 宮良橋。 

モーギ moːgi L 利益。 

ヤー jaː L 家。 

ヤーカク jaːkḁku L 屋敷。 

ヤーカズゥ jaːkadzɨ L 各家，家ごと。 

ヤーキナイ jaːkinai L 家族。家庭。 

ヤークビ jaːkubi L 家の壁。 

ヤータクリ jaːtakuri L 血統。 
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ヤーツゥクル jaːtsɨ̥kuru L 家造り。建築。 

ヤートゥズゥ jaːtudzɨ L 本妻。 

ヤーニンジュ jaːniɴdʒu L 家族。 

ヤーヌスゥ jaːnusɨ L 家主。 

ヤーフキゥ jaːfu̥kɨ L 家葺き。建築。 

ヤームトゥ jaːmutu L 実家。本家。 

ヤイマ jaima F 八重山。 

ヤイマスゥマ jaimasɨma F 八重山島。 

ヤイマスバ jaimasuba F 八重山蕎麦。 

ヤキナサビゥ jakinasabɨ L 焼き茄子。 

ヤギピゥトゥ jagipɨ̥tu L やせた人。 

ヤクバ jakuba L 役場。 

ヤサイ jasai L 野菜。 

ヤサイダニ jasaidani L 野菜の種。 

ヤサイハタギ jasaihḁtagi L 菜園。 

ヤドゥ jadu L 戸。扉。 

ヤドゥ jadu L 宿泊所。宿。 

ヤナカーギ janakaːgi L 不美人。 

ヤナカザ jana]kadza  悪臭。 

ヤナグトゥ jana]gutu  悪事。 

ヤナゴーサ jana]goːsa  酷い痒さ。梅毒。 

ヤビ jabi L 誘惑。 

ヤブ jabu F 鍼灸師（しんきゅうし）。 

ヤブ jabu F 妾。 

ヤマ jama L 林。 

ヤマ jama L 仕掛。罠。 

ヤマウン jamauɴ L 山芋。 

ヤマドゥ jamadu L 日本。 

ヤマナカ jamanaka L 山中。林の中。 

ヤラビ jarabi L 子供。幼児。 

ユイ jui F 柄。 

ユー juː L お湯。 

ユーフル juːɸuru L 風呂。 

ユク juku L 横。 

ユダ juda F 枝。 

ユネン juneɴ L 夜。 

ユノン junoɴ F 与那国。 

ユビ jubi L 指。 

ユリ juri F テッポウユリ。 

ヨイ joi L お祝い。 

ヨイキゥン joikɨɴ L お祝いの着物。晴れ着。 

ヨイザー joidzaː L 祝宴。 

ヨイヌ ナーザ joinu naːdza L F 祝いの翌日。 

ヨイヤー joijaː L 祝い事の家。 

ヨーフク joːɸu̥ku L 洋服。 

リツゥ ritsɨ L 列。 

ワキ waki L 訳。 

ワヌ wanu F あなた。お前。君。汝。 

ンゾ ɴdzo L 彼女。 

ンタ ɴta L 土。 

ンナカク ɴnakaku F 空き屋敷。 

ンナカクヤスゥキゥ ɴnakḁkujasɨ̥kɨ F 空き家。

空き家の屋敷。 

ンナスゥマ ɴnasɨma F 無人島。 

ンナズゥル ɴnadzɨru F 空汁。 

ンニ ɴni F 胸。 

ンニ ɴni F 群れ。 

ンニザン ɴnidzaɴ F 暗算。 

ンニブニ ɴnibuni F 胸骨。 

ンマ ɴma L 馬。 

 

7. 展望 

以上，八重山語宮良方言のアクセント体系に関する初期報告を行った。すなわち，単純名詞は

2 つのアクセント型が区別され，通常の複合語は複合アクセント法則が成立することを報告した。

なお，複合語の中に形態素境界に下降が生じるパターンがあることも指摘し，また，アクセント

型の所属と琉球祖語の系列との対応関係について述べた。 
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しかし，本報告はあくまで単独発話と 1 拍助詞が後続する枠文という限られたデータに基づい

ており，宮良方言のアクセント体系を十分に解明できているとは言えない。なぜならば，八重山

諸方言の中に，単独発話と 1 拍助詞が後続する環境では対立するアクセント型が中和すると報告

されている方言があるからである（松森 2016）。今後，調査範囲を増やすことによって，新たな

アクセント型の対立が認められる可能性が十分にある9。 

 

参照文献 

青井隼人 (2018) 「南琉球宮古多良間方言におけるピッチ上昇: 複数の韻律句が連続する場合のピ

ッチパターンの記述」『国立国語研究所論集』14: 1–27． 

秋永一枝 (1960) 「八重山方言一・二音節名詞のアクセントの傾向」『国語学』41: 121-125． 

麻生玲子・小川晋史 (2016) 「南琉球八重山語波照間方言の三型アクセント」『言語研究』150: 87-

115． 

新垣公弥子 (2000) 「沖縄県石垣市宮良方言の活用体系」『千葉大学日本文化論叢』1: 108–96． 

Arakaki, Kumiko (2004) The System of Phoneme in the Ishigaki Dialects of Luchuan: The Miyara Dialect. 

『千葉大学日本文化論叢』5: 106–87． 

五十嵐陽介 (2015) 「南琉球宮古語多良間方言のアクセント型の記述」『比較日本文化学研究』8: 

1–42． 

五十嵐陽介 (2019) 「日琉語類別語彙（2019 年 5 月 17 日版）」電子データ（アクセス 2021 年 6 月

1 日）． 

石垣市企画部企画政策課（編） (2019) 『統計いしがき平成 30 年度 第 41 号』石垣市：石垣市． 

石垣實佳 (2013) 『メーラムニ用語便覧』石垣市：南山舎． 

伊豆山敦子 (1997) 「琉球・石垣宮良方言の動詞語形変化」『獨協大学教養諸学研究』31(2): 1–26． 

伊豆山敦子 (1999) 「八重山・宮良方言動詞言い切りの形と意味・用法–琉球方言のテンス・アス

ペクト・モダリティー研究のために」『獨協大学諸学研究』2(2): 111–133． 

伊豆山敦子 (2000) 「琉球・八重山・石垣（宮良）方言の動詞言い切りの形」『アジア・アフリカ

文法研究』29: 65–91． 

伊豆山敦子 (2001a) 「琉球・八重山(石垣宮良) 方言条件表現とアスペクト・モダリティー的側面」

『マテシス・ウニウェルサリス』2(2): 1–26． 

伊豆山敦子 (2001b) 「八重山（石垣宮良）方言の「過去」をめぐる問題点」『マテシス・ウニウェ

ルサリス』3(1): 69–91． 

Izuyama, Atsuko. (2003) The Grammar of Ishigaki Miyara Dialect in Luchuan. In Atsuko Izuyama (ed.), 

Endangered Languages of the Pacific Rim Studies on Luchuan Grammar, 1–162. Faculty of Informat-

ics, Osaka Gakuin University. 

上野善道 (2010) 「琉球与那国方言のアクセント資料 (1)」『琉球の方言』34: 1–30． 

                                                        
9 実際，地名名詞（「宮良」「大和」「多良間」など）は 3 つのアクセント型が対立する可能性がある（荻野千砂

子氏私信）。 

プレプリント



 23 

上野善道 (2011a) 「与那国方言動詞活用形のアクセント資料」『琉球の方言』35: 105–121． 

上野善道 (2011b) 「与那国方言動詞活用形のアクセント資料 (2)」『国立国語研究所論集』2: 135–

164． 

上野善道 (2012) 「N 型アクセントとは何か」『音声研究』16 (1): 44–62． 

上野善道 (2013) 「琉球与那国方言体言のアクセント資料 (2)」『琉球の方言』37: 109–142． 

上野善道 (2014) 「琉球与那国方言のアクセント資料 (3)」『琉球の方言』38: 69–92． 

上野善道 (2016) 「琉球与那国方言体言のアクセント資料 (5)」『琉球の方言』40: 71–105． 

荻野千佐子 (2018) 「南琉球石垣市宮良方言の ujoohuN ──視点がない授受動詞の謙譲語──」

『日本語の研究』14(4): 14-30． 

国立国語研究所 (1966) 『日本言語地図第 1 集: 付録 A 日本言語地図解説: 方法』東京：国立国

語研究所． 

加治工真市 (1998) 「古見方言の基礎語彙」『沖縄芸術の科学: 沖縄県立芸術大学附属研究所紀要』

10: 265–320． 

加治工真市 (2001) 「古見方言の基礎語彙」『沖縄芸術の科学: 沖縄県立芸術大学附属研究所紀要』

13: 1–104． 

加治工真市 (2012) 「続古見方言の基礎語彙」『琉球の方言』36: 29–55． 

加治工真市 (2013) 「続古見方言の基礎語彙（2）」『琉球の方言』37: 87–107． 

加治工真市 (2014) 「続古見方言の基礎語彙（3）」『琉球の方言』38: 157–178． 

加治工真市 (2020) 『鳩間方言辞典』立川市：国立国語研究所． 

久野マリ子 (1990) 「第 3 章アクセント」國學院大学日本文化研究所（編）『琉球竹富島の方言: 黒

潮文化圏の言語研究』77-116．東京：國學院大學日本文化研究所． 

下地賀代子 (2010) 「石垣・宮良方言の係助辞 -du の文法的意味役割」『日本語文法』10 (2): 143–

159． 

セリック・ケナン (2021) 「下地皆愛方言のアクセント体系に関する予備的報告」『言語記述論集』

13: 215-290． 

Davis, Christopher (2013) Surface position and focus domain of the ryukyuan focus particle du: Evidence 

from miyara yaeyaman. International journal of Okinawan studies, 4 (1): 29–49． 

Davis, Christopher (2014) 「沖縄県宮良方言」石原昌英(編) 『文化庁委託事業危機的な状況にある

言語・方言の実態に関する調査研究（八丈方言・国頭方言・沖縄方言・八重山方言）報告書』

93–101．西原町：国立大学法人琉球大学国際沖縄研究所． 

Davis, Christopher (2015) 「八重山語宮良方言の動詞屈折論」狩俣繁久(編) 『琉球諸語記述文法 I』

120–136．西原町：琉球大学． 

Davis, Christopher (2016a) 「八重山語・宮良言葉：記述文法と学習資料に向けた形容詞の記述」琉

球大学国際沖縄研究所(編) 『シマジマのしまくとぅば: 危機的な状況にある言語・方言のア

ーカイブ化を想定した実地調査研究: 文化庁委託事業報告書 I』137–144．沖縄：琉球大学島

嶼地域科学研究所． 

プレプリント



 24 

Davis, Christopher (2016b) 「八重山語圃宮良方言の音素目録と定動詞屈折形態論」狩俣繁久（編）

『琉球諸語記述文法 II』172-190．沖縄：琉球大学． 

Davis, Christopher & Lau, Tyler (2015) Tense, aspect, and mood in miyara yaeyaman. In Heinrich Patrick, 

Shinsho Miyara, & Michinori Shimoji (eds.), Handbook of the Ryukyuan languages : history, structure, 

and use, 253-298 . Berlin/Boston/Munich: De Gruyter Mouton． 

中川奈津子・セリックケナン (2019) 「琉球八重山白保方言のアクセント体系は三型であって，二

型ではない」『日本語学会 2019 年度春季大会予稿集』89–96． 

中川奈津子・セリックケナン (2020) 「南琉球八重山語白保方言の語彙リスト：名詞を中心に」

『琉球の方言』44: 283–306． 

仲原穣 (2003) 「石垣島宮良方言の音韻研究序説」『琉球の方言』27: 139–157． 

仲原穣 (2005) 「小浜方言と宮良方言の音韻の比較研究」『琉球の方言』29: 107–120． 

中松竹雄 (1987) 『琉球方言辞典』南風原町：那覇出版社． 

平山輝男 (1936) 「南九州アクセントの研究 (1) (2)」『方言』6(4): 26-76, 6(5): 50-63． 

平山輝男・中本正智 (1964) 『琉球与那国方言の研究』東京：東京堂． 

平山輝男・大島一郎・中本正智 (1967) 『琉球先島方言の総合的研究』東京：明治書院． 

松森晶子 (2000a) 「琉球の多型アクセント体系についての一考察―琉球祖語における類別語彙 3

拍語の合流の仕方一」『国語学』51(1): 93–108． 

松森晶子 (2000b) 「琉球アクセント調査のための類別語彙の開発―沖永良部島の調査から」『音

声研究』4(1): 61–71． 

松森晶子 (2013) 「宮古島における 3 型アクセント体系の発見：与那覇方言の場合」『国立国語研

究所論集』6: 67-92． 

松森晶子 (2015) 「南琉球の三型アクセント体系: その韻律単位に関する考察」『日本女子大学紀

要. 文学部』64: 55–92． 

松森晶子 (2016) 「八重山諸島黒島方言アクセントの仕組み: その韻律範疇 PWd と下がり目の出

現条件」『言語研究』150: 59–85． 

前新透・波照間永吉・高嶺方祐・入里輝男 (2011) 『竹富方言辞典』石垣市：南山舎． 

宮城信勇 (2003) 『石垣方言辞典』那覇市：沖縄タイムス社． 

与那国方言辞典編集委員会（編） (2021) 『どぅなんむぬい辞典 第 2 版』与那国町：与那国町役

場. 

ローレンス・ウエイン (1997a) 「鳩間方言のアクセント―名詞」『沖縄文化』85: 1-26． 

ローレンス・ウエイン (1997b) 「鳩間方言のアクセント : 数詞/助数詞」『沖縄県立芸術大学附属

研究所紀要』9: 1-22． 

ローレンス・ウエイン (2000) 「八重山方言の区画について」石垣繁（編）『宮良當壮記念論集』

547–559．石垣市：宮良當壮生誕百年記念事業期成会． 

ローレンス・ウエイン (2006) 「沖縄方言群の下位区分について」『沖縄文化』40: 101–118．  

ローレンス・ウエイン (2008) 「与那国方言の系統的位置」『琉球の方言』32: 59-67． 

プレプリント



 25 

ローレンス・ウエイン (2013) 「竹富島方言アクセントと「系列別語彙」: 附竹富島方言版 

「北風と太陽」」『琉球の方言』37:1–24． 

ローレンス・ウエイン (2019) 「竹富島方言アクセント (2)」『琉球の方言』43: 97–129． 

ローレンス・ウエイン (2020) 「アクセント変化から見た琉球方言の系統樹と日本祖語音調から

見た琉球祖語音調」シンポジウム「日琉諸方言系統論の展望」発表資料． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プレプリント



 26 

Report on the Lexical Prosodic System of Nouns in the Southern Ryukyuan 
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Abstract 

In this report, we present the results obtained during remote fieldwork on the lexical prosodic system of the 

Southern Ryukyuan Miyara dialect. First, simplex nouns exhibit a two-way tonal contrast between 'falling' 

and 'flat' word-tones, as reported in the previous literature. Second, the tonal pattern of most of the com-

pounds follows the so-called 'compound rule', whereby the pattern of the whole compound is determined by 

the tonal class of its first component. Third, a regular correspondence is found between the tonal classes of 

Miyara and the tonal classes (A, B, C) reconstructed for proto-Ryukyuan, i.e., words belonging to the falling 

word-tone correspond to class A, whereas words belonging to the flat word-tone correspond to B and C 

classes. Lastly, we present the tonal class of 721 nouns. 

 

Keywords: Miyara dialect, Lexical prosodic system, Compound rule 
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